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様式10 
〔学校部門 複数学年〕 ［概要版報告書］

助成番号 助成事業名 学校名 
2024-7213-026 金川の森保全プロジェクト 山梨県立笛吹高等学校

所在地 山梨県笛吹市石和町市部３ 対象河川名 笛吹川、金川 他 
対象学年 １学年(２１７人)、２学年(１３６人) 主たる教科 FFGⅠ、FFGⅡ（学校設定科目） 

河川教育の目標

地域の河川とその周辺の自然環境を題材にして、「地域の自然環境とは何か」を実体験を元に感

じさせる。世界農業遺産に登録された、自然環境と調和した水環境について気づきを得て、今

後のまちづくりの重要な観点として捉えられるようにする。 

育成したい資質・

能力 

地域の自然環境とは何かを語れる。

世界農業遺産としての地域の自然と文化や歴史の調和とは何かを語れる。

地域の新たな情報を生み出し、他者に発信できる。

学習活動の内容と成果 

1学年では、金川の河畔林である金川の森公園を舞台に、ミニ探究での探究テーマ探しや実際の探究実践を行っ

た。ミニ探究では、森林の階層構造や植生遷移の知識や公園の地形や歴史を学習した上で、公園に赴いて実物を見な

がら復習したのち、生徒自ら探究テーマを探し、最後にそれを他の班と共有した。多くの生徒がマツカサやキノコ、

樹木の葉や水生生物などを発見し、どうしてそれがそこに生育しているのか、どういう生態系内の役割があるのかと

いった観点で発表した。さらに、自然分野を選んだ30名の生徒が、川、花、樹木、シカ、獣、鳥獣害、虫の7班に

分かれてそれぞれ探究活動を進めた。特に川班は32か所の川の水質を調査したり、学校内の水道の水質を調査する

など精力的に活動し、その結果をまとめて校外でも発表した。また、花班はカワラナデシコやキツネノカミソリを対

象に研究を進め、キツネノカミソリの探究活動は芸術文化祭賞に選ばれ、全国高等学校総合文化祭の出場権を獲得し

た。また、シカ班と鳥獣害班、獣班は河川をシカが通り道にしていることや、河原付近の農家のモモの若木が冬季に

食害を受けること、公園内にもタヌキやキツネ、シカなどが夜間闊歩していることなどの成果を統合し、甲府第一高

校で催された探究サミットで発表し好評を博した。

2 学年では、様々な河川の水質調査の結果から分かることを考察したり、世界農業遺産としての河川や水路の重要

性について議論したりした。世界農業遺産高校生サミットを実施し、他校の生徒も交えて世界農業遺産の重要性や保

全する方法などについて議論した。世界農業遺産に指定されていることだけを知っていたが、それが何を意味してい

るのかを多くの生徒が理解した取り組みとなった。

学びの創意工夫点 

河川を題材にしつつ、河川を取り巻く環境とそこに生息する野生生物を対象にしたことによっ

て、様々な事柄同士のつながりに気が付くことができた。

 ホタルがとても少なかったので、ホタルに制限せずに広範な生物に注目したことや、野生動物

のエコサインを見逃さずに粘り強くカメラを設置したことで貴重な映像を入手できた。

河川教育を通じて

見られた子どもの

変容

川班の生徒の1人は今でも毎日水を採取しては水質を検査している。チョークの粉を水に溶か

して炭酸塩濃度が上がることを確かめるなど、自ら考えて実行し結果をまとめることが日常にな

り、化学や生物学を学ぶ意欲も高まっている。

支援者等（複数記入可） 
保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関、博物館、資料館等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援の概要 山梨県森林総合研究所 山梨県金川の森公園 Yamanashi水ねっと 他 

成果発表 

成果作品 発表方法 

ポスター5件 

口頭発表用スライド8件 

ポスター発表 

口頭発表 

今後の課題・展開 

 今年度は網羅的で探索的な研究となったが、水質調査をして興味深かった、硝酸塩濃度の高い湧き水および温泉の

流入する河川の水質とその水生生物について調査する。 

 また、シカなどの野生動物がいつどこをどのように利用しているのかを許される範囲で詳細に調査し、獣害の予防

につなげ、野生生物と人間との共生社会について考察していきたい。 

・キーワードとなる言葉にアンダーラインを引いて下さい
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河川教育計画書【複数学年１年生】

1.助成事業名 金川の森保全プロジェクト 山梨県立笛吹高等学校 2024-7213-026
2.河川教育の目標

3.育成したい資質・能力

金川の森公園の保全をテーマに、教科横断で、地域社会との協働的な学びを実践し、探究的な学びにより言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力の学習の基盤となる資質・能力、および主体的な学びの育成を目指す。

学校の教育目標である、理解力、継続力、思考力、発想力、参画力、コミュニケーション力の育成を目指す。

4.単元構想　１学年　２１７人　<テーマ>森から自然とは何かを考える

探究テーマを金川

の森とし、そこで

何を調べたいかを

グループで相談す

る。

単元名 ミニ探究

金川の森公園における生物の在り方や関係

などを知ることで生態系について理解する。

森林のしくみや生

態系の維持につ

いて学ぶ。

・森林の階層構造

や植生遷移につい

て理解し、それを実

際の森で実感でき

る。

・生物と環境からな

る生態系の構造に

ついて理解すること

ができる。

関連教科：FFG（学校設定科目 理科 総合 情報） １０時間

自ら決めた探究テーマについて、調査を進める。 調査結果について発表し、地域に発信する。

関連教科：FFG（学校設定科目 理科 総合 情報） ２０時間 関連教科FFG（学校設定科目 理科 総合 情報） ２０時間

単元名 探究実践Ⅰ

金川の森公園の

フィールドワークを

通して現状把握を

する。環境保全の

実践例や先進地

域について学び、

金川の森公園の

野生動物や水生

生物、樹木や草本

などのくらしを知る。

・仲間と話したり聞

いたりしながら、考

えを共有することが

できる。

・仲間と協働して活

動することができる。

・自ら自然から学び

取る姿勢をもち、何

らかを発見すること

ができる。

得られた情報をもとに探究課題を見つけて、グループで

探究を開始する。自然分野を選択した生徒は、水質調

査班、水生生物班、獣班、樹木班、草本班、昆虫班に分

かれてそれぞれで調査する。必要に応じて、公園のガイ

ドの方や森林総合研究所の方などのアドバイスをいただ

く。

・課題設定が適切である。

・必要な情報を複数の方法で収集することができる。

・教科横断的に学んだことと、体験的な学習で発見したことを関連付けて課

題解決できる。

調査した結果をグラフや表にまとめて分析したり、スライドを作って発表す

る。また、ポスターを作成し、発表会に参加する。

・情報を分かりやすいようにまとめ、伝えることができる。

・自分自身に対する理解を深めるとともに、異なる様々な意見を受け

入れようとすることができる。

単元名 探究実践Ⅱ
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2.河川教育の目標

3.育成したい資質・能力

笛吹川水系における複数地点での水質調査と世界農業遺産としての水路の重要性を知る。
学校の教育目標である、思考力、行動力、参画力、コミュニケーション力の育成を目指す。

4.単元構想　２学年　１３６人　<テーマ>

河川教育計画書【複数学年２年生】

1.助成事業名 峡東地域の河川と農業 山梨県立笛吹高等学校 　2024-7213-026

関連教科： ○時間

扇状地である笛吹市にはどれくらい河川があり、

農業にどう関わってきたか。

関連教科： ○時間 関連教科：FFG（学校設定科目 理科 総合 情報） ３５時間

単元名 世界農業遺産と水路

・この地域の自然

環境や歴史につ

いて調べる。特に

扇状地などの地

形や地質、温泉、

水害の歴史、金

川の森公園の意

味などについて

言及する。

・この地域の自然環

境や歴史について

自分の言葉で話す

ことができる。

・複数の水路や河川、

温泉の水質を比較

し、その特徴を知る。

様々な物質（洗剤、

スープ、肥料など）

を溶かした場合の

水質の変化を関連

付け、データの意味

を考察する。

・水質調査のデータを

もとに違いとその要因

について考察すること

ができる。

・自分の考えを発表す

ることができる。

・世界農業遺産につ

いて調べる。

・峡東地域を世界農

業遺産として維持さ

せるために、自分の

探究活動が貢献で

きることを考える。

・世界農業遺産につい

て自分の言葉で話す

ことができる。

・自分の調べてきたこ

とと世界農業遺産を

関連付けることができ

る。



学校名 助成番号
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様式13

河川教育　学習活動報告書【複数学年１年生】

金川の森保全プロジェクト 山梨県立笛吹高等学校1.助成事業名 2024-7213-026

学
習
活
動
の
結
果

3.得られた成果

　金川の森公園をフィールドとすることで、安全で容易に活動ができた。生物の多様性はそこまで高くないものの、暴れ川として何度
も流路を変えながら、多くの水害をもたらしてきた金川の様子や、被害を軽減しようという目的で、堤防や河畔林を作った明治時代の
人々の営みにも思いを至らせることができた。自然林の中で木々を目にし、水の中から生物を見つけ出すことで、自然を見る目を養
い、その中から多くの疑問を抱くことができた。調査の手法を自ら考えるのは難しかったが、やり方を教えれば自分たちで分担し、協
力して調査を遂行することができた。特に、結果をまとめ発表するまではとても時間がかかり、指導も大変であったが、発表することで
得られる効果は抜群である。探究活動の成果とは、成果を発表し、聞いてもらえたときに生まれることを改めて感じた。発表会に参加
した生徒は理解度も高くなり、何より探究活動の楽しさを体感しているように見えた。さらに、大人と関わることで自信も得ているように
見えた。

2.実際に行った単元構成
注）活動の様子を記述し、写真を添付してください。

4.河川、水を学習の題材・素材としたことによる効果

　笛吹市には70もの河川があるということを知り、川の研究の可能性を知ることができた。
　河畔林をフィールドにしたことで、土壌が浅く、すぐに石に到達してしまうなど、川が形成する土壌の様子を知ることができ、樹高の高すぎる樹木の伐採が重要だと分かった。ま
た、シカが川を下って合流点で別の川を行き来するなど、川がシカの行動における重要な環境になっていることが分かった。食べ物はもちろん、離れた個体群同士の遺伝子交流
を促進し、多様性を維持する装置となっているのだ。河川は水自体に注目が行きがちだが、土壌や地質、1次元的な性質、そしてそこに生息する植物や動物すべてに影響を与え
ている環境要因である点がとても良いと思う。川沿いに食害が起こっていることについても新たな発見であり、来年度にも深めていきたいテーマとなった。

・およそ７０名を学校バ

スに2回に分けて乗せ、

金川の森に輸送した。

・５～６人のグループ

で、まずはガイドによ

る植物を中心にした自

然の見方を解説し、残

りの時間で仲間と相談

しながら、予め考えて

きた探究対象につい

て観察したり、採集す

るなどした。

・最後に気づいたこと

を共有して終了した。

・振り返りでは、新たな

探究テーマを考えて書

き出し、発表した。

・身近な自然環境につ

いての知見を得たとと

もに、実際の環境から

情報を得て、新たな課

題を見出す過程を体

験させることができた。

・金川の森で調べ

たいことについて、

グループで話し

合った。

・金川の森公園の遠

隔について説明した。

・森林の階層構造や

植生遷移について説

明した。

・常緑樹や落葉樹の

葉の観察をした。

・水質調査班は金

川の森公園内の

小川を発端に、周

辺30か所以上の

水質を調査した。

・水生生物につい

ては、カワニナが

大量に生息してお

り、ホタルが生息

できる環境がある

ことが分かった。

・カワラナデシコが

笛吹川近隣の庭に

残存していることが

分かった。

・キツネノカミソリが

公園内に繁茂し、

食害昆虫も高密度

で生育していた。

・公園内の樹木調

査を森林総研の協

力も得て、ドローン

やレーザーなどの

最先端技術を用い

て行った。

・自然分野の発表では、

樹木班と川班が代表に

選ばれた。

・川班とシカ班は、 帝京

科学大学のポスター発表

会に参加した。

・シカ班は、高大民間連

携のポスター発表会であ

るFUTURE EVOに参加し

発表した。

・川班は、Yamamashiみ

ずネットの調査報告会に

て発表した。

・花班とシカ班と川班は、

サイエンスフェスタin韮崎

高校でポスター発表を

行った。

・キツネノカミソリ班は、

自然科学研究発表会で

口頭発表し、芸術文化祭

賞をいただき、次年度全

国総文祭への出場権を

得た。

・校外での発表の経験を

踏むたびに、探究してき

たことがより鮮明になり、

自信も付き、こだわりも見

えるようになった。

・調査した結果をス

ライドにまとめたり、

ポスターを作成し

た。

・カワラナデシコの

種子を播き、発芽

させ苗を育てた。

・調査結果をまとめ

たり、分析したりし

た。

・トレイルカメラにタ

ヌキやシカやキツ

ネが映り、これらの

獣たちが身近に存

在していることが分

かった。

・シカによる周辺の

果樹への食害が問

題になっていること

が分かった。

単元名 ミニ探究

金川の森公園における生物の在り方や関係などを知ることで生態

系について理解する。

関連教科：FFG（学校設定科目 理科 総合 情報）１０時間

自ら決めた探究テーマについて、調査を進める。 調査結果について発表し、地域に発信する。

関連教科：FFG（学校設定科目 理科 総合 情報）２０時間 関連教科：FFG（学校設定科目 理科 総合 情報）２０時間

単元名 探究実践Ⅰ 単元名 探究実践Ⅱ

orihara  kaho
長方形
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3.得られた成果
　水害の歴史を調べることで、大きな災害がこの地でたびたび起こり、その度に堤防を作るなど改善して生活してきたことが分かった。
また、水害は再び起こる可能性もあり、より制度の高いハザードマップや避難計画・準備の重要性も実感することができた。水質検査
の結果はデータ量も多く、直感的に気が付くのは難しかったが、同じ値であるところを無視し、値が異なる項目に注目することで、そ
れぞれの河川の特徴を示すことができると分かった。また、上流から下流に行くにつれて、水温や硬度、CODが上昇する傾向がある
が、必ずしもそうならないことも分かった。肥料を入れると硝酸塩が上昇することから、硝酸塩の高い川は農業廃水による可能性があ
ると分かった。
　さらに、世界農業遺産に選ばれたことは、この地が自然環境と適合した農業を工夫し改良しながら生み出してきた歴史があり、その
システムを生かして後世へとつないでく必要があることも分かった。

5.実際に行った単元構成
注）活動の様子を記述し、写真を添付してください。

4.河川、水を学習の題材・素材としたことによる効果
　河川を題材にしたことで、歴史や環境といった複合的な学習テーマとなり、切り口も増えた。また、自然科学的な調査をすることで、水の中に物質が含まれているという粒子の視
点や、それらを私たちが生活排水や農業排水として環境中に放出しているという自覚も芽生えた。さらに、そのような人間のくらしと環境の密接な関係の一例として、地域の世界
農業遺産が生み出されてきたという概念化にもつながった。もっと細部に目を向ければ面白い探究テーマが転がっていそうなテーマであり、来年度以降も継続して取り組んでいき
たい。

様式13

河川教育　学習活動報告書【複数学年２年生】

1.助成事業名 世界農業遺産を守ろう 山梨県立笛吹高等学校 2024-7213-026

関連教科： 関連教科：

単元名 世界農業遺産と水路

扇状地である笛吹市を流れる河川は、農業をどう支えてき

たか。

関連教科：FFG（理科 総合 情報） ３５時間

・地域の自然環

境や歴史につい

てインターネット

を用いて調べ、

スライドを用いて

発表した。

・１２地点より採

取した水の水質

を検査キットを

用いて測定した。

・様々な河川や

温泉のデータを

比較し異なって

いる点に注目し

た。

・違いをもたらし

た要因について、

様々な資料をも

とに考察し、意

見を発表した。

・世界農業遺産

についての講義

を聞いた。

・世界農業遺産

について調べス

ライドを作成し発

表した。

・世界農業遺産

と自分の探究活

動を関連付け、

貢献できる点に

ついて意見を交

換した。



様式14-3
〔学校部門〕単学年・複数学年   ［見られたこどもの変容］

助成番号 助成事業名 学校名

2024-7213-026 金川の森保全プロジェクト 山梨県立笛吹高等学校

学年：１学年

学習活動名 ：探究実践Ⅰ、Ⅱ

見られた子どもの変容：

日頃から自分やスマホにしか興味がないような生徒が

多かったが、次第に周囲の事象に目を向け興味をもつよ

うになったり、仲間と協力できるようになった。樹木班

はコナラとクヌギを樹皮で区別できるようになったり、

河畔林の薄い土壌が高木の倒木リスクを増している点な

どに気が付くことができた。

学年：１学年

学習活動名：探究活動Ⅱ

見られた子どもの変容：

探究した成果を様々な発表会で発表することができた。最

初は弱気だった生徒も積極的に挑戦したことで、自信を得ら

れたようだった。普段は口数の少ない生徒も大衆の前で堂々

と発表しており、生徒の地力を感じた。

学年：2学年 
学習活動名：世界農業遺産を守ろう

見られた子どもの変容：

世界農業遺産に認定されていることすら知らなかった生

徒たちであったが、調べ学習や体験学習を通じてその歴史

や文化との関係にも気が付き、自らの言葉で今後どのように

守っていくべきかを語れるようになった。

注1） 子どもの変容が分かる写真を掲載し、その変容が見られた学習活動名、見られたこどもの姿（変容）を記載してください。その際、

できる限り子どもが発した言葉などを拾い上げてください。

注2） 全ての活動について載せる必要はありません。 

orihara  kaho
長方形



金川・笛吹川に生息するシカの行動

山梨県立笛吹高等学校 自然分野シカ班：矢野・武川・入戸野 指導：松尾

背景

目
的

方法

結果

考察 課題

参考文献

●近年、シカによる農作物の食害が多発している。
→シカの個体数がこの30年で10倍に！

●笛吹市では約600頭のシカを捕獲しているが、食害は後を絶たない。
●河原でシカを見たという目撃情報が多い。

金川・笛吹川に生息するシカの分布
や移動パターンとその目的を知る

その他子雌雄時刻場所撮影期間

01012/13 23:45

A 金川
（スポーツの森横）

2024年12月12 -19日

00112/19 15:412024年12月19 -25日

000出現せず2024年12月25 -31日

000出現せず2025年 1月 1 -  6日

イノシシ10001/28 21:02B どんぐりの森2025年 1月 6 -16日

4001/28 19:36 -19:42

C 金川・笛吹川
合流点2025年 1月28 -31日

0121/28 20:51 -21:16

0211/29 00:47 -00:48

3211/30 20:08 -20:37

0021/31 05:30 -05:38

１）足跡や糞などの痕跡を観察
２）自動撮影装置による撮影
３）糞の顕微鏡観察

（今回は報告しない）

雄間闘争

1/28 
19:36
雌2

1/28 
19:42
雌1

1/28 
20:51
雄1④

1/28 
21:01
雄1②

1/28 
21:16
雄1③

1/28 
21:15
雄1
雌1

1/28 
21:08
雄2④③
雌1

1/28 
21:02
雄2④③

1/29 
00:48
雄1③

1/30 
20:08
雄1④
雌1

1/30 
20:09
雄1④
雌1

1/30 
20:19
雌2
子3

1/31 
05:30
雄1③

1/30 
20:37
子1

1/29 
00:47
？2

1/30 
20:26
子3

1/31 
05:30
雄1④

1/31 
05:31
雄1③

1/31 
05:38
雄1④

1/28 
21:02
雄1③

1/28 
21:02

12/19 
15:41

12/13 
23:45

●金川と笛吹川およ
びその合流点を調査
範囲とした。
●1月１８日に野焼
きが行われ、簡単に
河原を歩けるように
なった。

二ホンジカの推定個
体数（本州以南）
（2022 環境省）

高槻成紀（2006）シカの生態誌．東京大学出版会．
環境省（2024）令和6年版 環境白書．

●19時～21時頃、笛吹川・金川間の堤防
を越えてシカが移動した。

●早朝は金川を下る移動、夜間は金川を上る移動が
多かった。⇒昼は笛吹川・夜は金川で生活？

●2尖と４尖のオスが闘っているようだった。
⇒食料や個体群間の交流が目的か？
●野焼きの効果はあまりないようだった。
●タイムラプス撮影は効率が悪かった。

堤防のわきにあった
湧き水．水温が高く、
水草が繁茂していた。
シカの糞もあった。

●静止画ではなく動画で撮影
し、行動を確実にしたい。

●湧き水の場所で撮影したい。
●移動する目的を知りたい。
●個体識別したい。

表．撮影された動物一覧．

調査地

orihara  kaho
長方形



2024年度サイエンスフェスタ＠韮崎高校

ヒガンバナ亜科草本を食害するハマオモトヨトウ幼虫の行動生態

山梨県立笛吹高等学校 植物研究部 保坂・岩間・細窪・深澤・風間 指導教諭 松尾

ハマオモトヨトウ
Brithys crini

背景

方法

結果

考察

対象生物

目的

参
考
文
献

キツネノカミソリ
Lycoris sanguinea

●ヒガンバナ科の多年草
●日本（本州、四国）朝

鮮半島に分布
●山梨県準絶滅危惧種
●九州は野生絶滅
●リコリンを含む毒草

●ヤガ科ハマオモトヨトウ亜科 Brithys属
は本種のみ
●ハマオモト（ハマユウ）、ヒガンバナ、
アマリリス、ナツズイセン、キツネノカミ
ソリなどすべてヒガンバナ亜科植物を寄主
植物とする。
●幼虫は葉や花茎を食害する。
●年２～３化し、蛹で越冬する。（竹内
2011）

●ヒガンバナ科の多年草
●日本全国、中国原産
●彼岸の頃開花
●秋の終わりに出葉し初
夏に枯れる
●リコリンを含む毒草
●日本産は3倍体で不稔

ヒガンバナ
Lycoris radiata

１）キツネノカミソリにおいて、ヨトウ幼虫はどの時期にどのく
らいの密度で出現するか。→定期調査
２）ヨトウ幼虫はどの部位を好んで食すか。また、どの部位が成
⾧を促進するか。→飼育実験Ⅰ
３）キツネノカミソリおよびヒガンバナにおいてヨトウ幼虫の成
⾧速度はどのくらいか。→飼育実験Ⅰ・Ⅱ
４）他のヨトウガ幼虫と同じ夜行性か。→行動時間調査

四方圭一郎（2019）⾧野県飯田市におけるハマオモトヨトウの発生記録．
20:39.

後藤千枝･筒井 等･早川博（1986）北海道におけるヤガ科数種の寄生性昆虫に
ついてI. 寄生バエ．日本応用動物昆虫学会誌30:204-205.

田中章（1976）アワヨトウの生態 第7報 幼虫期における摂食活動の日周性．
九州病害虫研究会報22:134-135.

The Global Biodiversity Information Facility HP.
（https://www.gbif.org/species/1789957）

竹内浩二（2011）ハマオモトヨトウ．病害虫・雑草の情報基地HP.
（https://www.boujo.net）

方法１）行動時間調査
①９月3日と１０月7日の２回、採取してきた
４個体を1個体ずつ空の１００mlのメスシリン
ダーに入れて、カーテン越しの自然光があたる机に置いた。 
②１分おきのタイムラプス機能で２５時間または５０時間撮影し
た。 
③１０分おきに動いているか 、静止しているかを記録した。

方法２）飼育実験Ⅰ
①９月2日に採取した15個体を１個体ずつ容器に入れ、キツネノカ
ミソリの花茎、果実、種子、根、球根の5種類の植物部位のいづれ
かを約1gずつ加えて、24℃の恒温機内で飼育した。（各3個体） 
②全種類（根を除く）の部位をそれぞれ1gずつ入れて飼育した。
（2個体） 
③登校日は毎日観察し、重量（0.1㎎単位）、
脱皮、蛹化、羽化、死亡などを記録し、必要
に応じて掃除し、 餌を追加した。

 方法３）飼育実験Ⅱ
①９月30日に採取した48個体を１個体ずつ容器に入れ、ヒガンバ
ナの花茎 を約２g加えて、24℃の恒温機内で飼育した。
②週2回重量（0.1㎎単位）を測定し、週3回重量、脱皮、蛹化、羽
化、死亡などを記録し、必要に応じて掃除し、餌を追加した。

◎昨年の成果
１）金川の森のキツネノカミソリ群落を新分
布地として登録
２）ハマオモトヨトウ幼虫が食害
３）キツネノカミソリ種子の発芽に成功

図1．幼虫の行動時間調査 

結果１）行動時間調査

●摂食率および体重増加率が最大なのは種子 

図3．根以外の4種類を与え
た個体の1日の食物摂取量 

●餌種への嗜好性は見られなかった

表１）発生日数と重量の雌雄の比較．

図5．飼育下での死亡率と
蛹化、羽化までの生育期間
および重量の変化．

図６.若齢幼虫から羽化までの成⾧の様子．

ハマオモトヨトウの生活史 ハマオモトヨトウと食草のフェノロ
ジーと今後の課題

図2．餌種ごとの1日の餌摂取量（各3個体）．

図4．５種類の餌ごとの摂食率（（前ー後）/前）
と体重増加率（後／前）．

夜盗だが幼虫は昼行性！

結果２）飼育実験Ⅰ

●最適な餌は花茎と種子、球根は幼虫にとって有害
●ヤドリバエ(Eryciini族のメス)が出現（捕食寄生） 

結果３）飼育実験Ⅱ

◎昨年の課題
１）なぜ金川の森にコロニーが発達いているのか
２）なぜハマオモトヨトウは金川の森に定着したのか
３）ハマオモトヨトウはどのような生活史をもつのか

成虫重／
蛹重

成虫重
(㎎)

蛹重
(㎎)蛹日数羽化日蛹化日n平均値

0.55 275 502 13.3 11/810/2614メス

0.47 201 416 13.9 11/510/2219オス

0.0290.00060.00010.430.0030.0003P値ｔ検定

●オスは約３週間で蛹化したが、メスはオス
より５日遅かった。←大きくなるため
●メスはメスよりも重かった。
↑幼虫期が長いから ↑オスは羽化時に何か分泌するから

●メスは羽化時には１００～２００個の卵を腹
部にかかえ、数日以内に産卵した。

●室内環境では４～５週間で成虫になったため、２～３化は可能
●冬期の越冬の様子や、春の活動開始時期、葉の利用についての調査が課題

金川の森（ふれあいの森、どんぐりの森）
●ケヤキやサクラ、クヌギなどからなる金川沿いの
河畔林 
●林床に約50m間隔で100～300個体のキツネノカミ
ソリのコロニーが4か所点在 
●対岸の“かぶとむしの森”にも１００個体ほどのコロ
ニーが1か所

調査地
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2024年度サイエンスフェスタ＠韮崎高校

カワラナデシコ復活大作戦
山梨県立笛吹高等学校 ラオル 門田 田邉 掛本 指導教諭 松尾

カワラナデシコ Dianthus superbus

方法

結果

考察

背景

対象生物

目的

●秋の七草の１つの多年草
●草原や河原などの日向に生息
→人為的かく乱が必要
●花期は7月～10月（12月まで）
●日本（本四九沖）朝鮮・中国・台湾に分布
●埼玉県では準絶滅種
●花びらの先に細かい刻みがある。
●花色はピンク色だが、うすいピンクや白い花も出現。

笛吹川の河原の花を探していたところ、ほ
とんどが外来種であった。笛吹川沿いのKさ

ん宅に在来種で近年生息数が少なくなっているカワ
ラナデシコを見つけ、話を聞いたところ、10年ほど
前に笛吹川の土手で採取し種をまいてから増えたと
のことであった。1990年代、笛吹川にはカワラナデ
シコが自生していたが今では少なくなっていて見つ
けるのが難しい。
そんなカワラナデシコを私

たちが笛吹川や学校に増やそう
と考えた。

カワラナデシコを繁殖させるために以下の
４つの調査をした。

１）カワラナデシコの種子の調達
・9月20日にＫさん宅で許可をいただき、種子を採取
した。

２）1つの花から取れる種子の数と重量
・５つの朔果に入っている種子をすべて取り出し、数
を数え全重量を測定して、1粒あたりの重量を割り出
した。

３）種子の散布方法
・水に入れたり、顕微鏡で種子表面の
構造を観察した。

４）発芽実験
・12月13日にトレーに種子をまき、周囲に水を張っ
て発芽させ、室内で栽培を開始した。

カワラナデシコを笛吹川に復活させたい！

種子重
量mg

重量
mg種子数朔果＃

1.1019.8181-1
0.552.2４1-2
1.156.961-3
1.2923.2181-4
0.778.5111-5
1.0612.111.4平均
0.8522.9272-1
0.9431.0292-2
0.7112.2172-3
0.9122.024.3平均

表１．種子の数と重量

●個体１の朔果
の中には平均
11.4個、個体２
は平均24.3個の
種子が入ってい
た。

●種子1粒あた
りの重量は約
1mgであった。

●種子の大きさは約2㎜であった。

●表面には微細な突起や大きな隆起
があった。

●水に浮かせたところ、10粒中9粒
が浮いた。2mm

●プラスチック容器に水で湿らせたキ
ムワイプをしいて種子を10粒まいたと
ころ、1週間で８粒発芽した。

●トレーに土を入れ種子をまいたとこ
ろ、3週間で発芽しだした。発芽率は
７５％だった。

1月9日 1月23日

12月13日

●種子の表面は撥水構造
で内部に空隙があれば浮
遊散布（沈殿しても発
芽）
●発芽率は8割と高い
●土より日向や砂利

春になったら、河原や学校の花壇に播種
したり植栽して増やしていきたい！

orihara  kaho
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2025年度 サイエンスフェスタ＠韮崎高校

学校周辺の川の水質と水生生物
山梨県立笛吹高等学校 杉田・雨宮・齊藤・秋山・荒木・小野村・笹本

背景 笛吹高校南側の農業用水路でプラナリアを捕まえ、どの
ようなところに生息しているのか調べ始めた、そして調

べていくうちにその川や学校周辺の川の水質や生態が気になり始め
たため、水質調査を開始しました。

目的と
動機

目的
・市内の水質環境を把握する
・川にどんな生物がいるかを知る
理由
・水生生物を守りたい
・川がきれいなのか知りたかった
・どんな水生生物がいるか知りたい

方法

●ペットボトル・水質検査キット・網・万能ｐH
試験紙・透視度計・タイマー・水質温度計

調査
地点

浅川（上流、中流、下流）
金川の森、金川、英用水路（金川由来）

結果２）水質の詳細

・水温だけでなく気温も記録したほうがよかったこと

・同じ場所に何回も行ったほうがよかったこと

・すべての記録が完璧に取れていなかっこと

・プラナリアをあまり観察できなかったこと

および笛吹高校内の水道水

●ペットボトルは、水質調査する水を回収するためのもの
水質検査キットは水にどんなものが含まれているのかを示
してくれるもの
●網は、生き物を捕まえるまためのもの
万能ｐH試験紙はｐＨの値を少しだけ細かく示してくれる
もの
●透明度計は中に水を入れて上からのぞき十字架が見える
ところまで上げ横についているメモリを読むことでどれく
らいの透明度なのかわかるというもの
●タイマーはその川の水速を調べるために使うもの
水質温度計は水温を図るために使うもの

●学校近くの用水路
→ヒルが多く汚れが目立つが、プラナリアも存
在（外来種のアメリカツノウズムシか？）

●金川の森公園内の水路（廣瀬ダム由来）
→国産ナミウズムシの他、カワニナやサワガニ
●八代ふるさと公園の四ツ沢川（浅川上流）
→水質は良好、生物は見つからなかった
●学校内の水道水や冷水器
→特に生物室の水質が悪かった

・データをたくさん取ったが分析が不十分なこと

炭酸塩の結果を見ると数値が低い所と高い所があった。数値
が高い所は、人の飲める水（消毒された水）が排水される近く
にあるのに比べ、数値が低い所は人が飲める水（消毒された
水）が排出されない遠くの場所から運ばれてきたもの、した
がって消毒された水に炭酸塩が多く含まれていると考察する。

CODとは 水中の有機物を酸化剤
（過マンガン酸カリウム）に
よって分解した際に消費される
酸素の量のことで何がわかるの
かというと水質の汚さがわかる
数値が高いと汚い、このことを
踏まえてCODのグラフを見ると
浅川上流はすごくきれいなこと
がわかりどぶ市境川は汚いこと
がわかった。

ｐHとは水の根本的な性質である
酸性、中性、アルカリ性を示す指
標のことですが、このグラフを見
てみるとあまり大差がないことが
わかる。水道水は飲み水のためほ
かの水も飲めるのではないかと考
えた。しかし、このグラフだけで
は飲めるのかどうかまだわからな
い。

全硬度とはカルシウム硬度と
マグネシウム硬度の合計量の
ことを指します。

炭酸塩とは炭酸イオン(CO32
－)を含む化合物の総称のこと

結果１ 水質・水生生物調査

考察
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様式15
〔学校部門〕 ［実施箇所位置図］

助成番号 助成事業名 学校名

2024-7213-026 金川の森保全プロジェクト 山梨県立笛吹高等学校

助

成

事

業

の

主

な

実

施

箇

所

主な実施箇所 笛吹川水系 笛吹川 金川（金川の森公園） 浅川 他

水質調査箇所

生物調査箇所
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